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　暴行傷害致死事件として，当教室に依頼された女性　　　所，右上肢5ケ所に及ぶ青紫色又は紫藍色等の皮属変

屍（当29才）について解剖検索の結果，青酸塩による　　色部があり、いずれも皮内・皮下に出血を認める。左

自殺と認められte－’一事例の解剖所見並びに青酸の予試　　　下肢2ケ所，右下肢7ケ所に及ぶ青藍色，又は赤褐色

験法について検討を行い，併せてこれ等について文献　　　等の皮膚変色部があり，いずれも皮内・皮下に出血を

酌考察を行つたので，ここにその概要を報告する。　　　認める。左前胸部に栂指頭大の青紫色の皮膚変色部が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あり，皮下に出血を認める。その他総計33ケ所に及’

　　　　　　〔事件概要〕　　　　　　　　　　　　　　＄，外表の損傷がみられた。

　38年5月被害者は同擁中の男と午前6時頃些細なご　　　　　（2）　内掻所見

とからロ論となり，男は殴るけるの暴行を加えた。そ　　　　（ア）頭皮内面は淡紅色一部梢々黄色，軟脳膜は梢

の後約1時間して男は階下で小用を足し部屋へ引き返　　　浮腫状．大脳半球は梢水腫にして充血，実質内出

すと被害者は，うっぶせになり非常に苦しがってい　　血，挫減等の異状は認められない。

た。その男は驚いて急ぎ医師を寄んだが，既に死亡し　　　（イ）心嚢内には淡黄色透明の液少許を容れ，内面

ていたものである。この間約10～15分と推定される。　　　は蒼白で溢血点はない。左心房後而には1・2×O・5cmの

両者は共に某会社の下請工場工員として青酸塩を取扱　　　出血斑2ケ，その周囲に掻刺大の濫血点数ケを認め

う仕事に従事していたが，捜査当局では証拠物件につ　　　る。捌出時の洩出血は暗赤色流動性，その他弁膜装置

いて検索の結果，青酸性薬物の存在は認められなかつ　　　等に異状はない。　　　　　　　　　　　．

たと報告している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ウ）左右両肺に蚤刺大から粟粒大の濫血点多数を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　認め，気管皮内に粘稠泡沫液を容れ，粘膜充血は著明

　　　　　　〔解剖所見〕　　　　　　　　　　　　　　　である。

死後より解剖ee到る時間は約1塒間，その所見は次　（エ）9尖に筋肉内出血を有ナ螺赤餉変色部が

の通りである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ある。食道内は粘稠液を認め，気管内は粘稠泡沫液多

　　（1）外表所見　　　　　　　　　　　　　　　　く，粘膜の充血高度である。会厭。声門粘膜は充血，

　全身の皮色は一般に蒼白，梢々黄疸様色を呈し毘班　　　水腫等は認められない。

は背面・腹部・上下肢共に認められず，死後硬直は　　　　（ナ）胃内には黄褐色粘稠液約26ccを容れ，粘膜は

股・膝・足趾に強度に認められる。頭部に線状の表康　　　伸展状にして，充血高度であるが，他に出血潰瘍等は

剥離があり，皮内皮下には出血を認めない。眼瞼・　　認めない。

眼球結膜は左梢充血，右は蒼白にして濫血点なく，口　　　　（カン十二指腸及空腸粘膜は幽門部より約1・7糀に

唇・口腔粘膜は紫藍色にして下口唇・左下顎部に赤褐　　　至る迄高度の出血を認め，園腸未端より約ユ・4m口側

色の皮膚変色部があるも，皮内・皮下に，出血は認めな　　　に約80cmV：わたつて粘膜の出血部が認められる。

い。前頸部略中央部に粟粒大の皮鰐変色部があり，，そ　　　（キ）脾臓重量595g，大さ16　x13×5α俵面の色は

の左右に蚤刺大の浴血点10数ケ存在する。左上肢11ケ　　紫紅色にサく弾力性硬で，”卑材濾胞の別不明である。

＊本事例要旨は昭和38年6月第27回関東法医懇和会に於て口演した。
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　　　　（ク）左右の腎孟腔粘陳は中等度に充血し，掻刺大　　　としている。叉その他所見として脳・心・肺・脾・

　　　の盗血点多数を認める。　　　　　　　　　’　　　肝・腎等各臓器に著明な欝血及び実質変性を認め，食

　　　　（ケ）　肝臓は弾力性硬で，割面には明かに周囲から　　　道・気管・咽頭粘膜・胃・及び腸粘膜又は粘膜下に充

　　　限局された，粟粒大より栂指頭大の多数の円形の固い　　　血を認め，習内は空虚時アルカリヘマチンの形成によ

　　　弾力性硬の腫粒の散在が認められる。盗血点はない。　　　り鮮紅色乃至暗褐色を呈するとしている。特に平瀬⑪

　　　　（コ）膵頭部前面に栂指頭大，膵体部に粟粒大から　　　は59例の解剖学的所見より，流動性血液は80％，心外

　　　大豆大の粘膜下出血多数を認める。　　　』　　　　　　膜下温血点例86％，その他脳髄の充j血，肝・腎・脾の

　　　　（サ）膀胱内に淡黄色澗濁せる尿約4ccを容れ，粘　　　欝血を認め，胃内容物は一般に苦扁桃臭があり，摂取

　　　膜は蒼白であるが稲々充血を認める。　　　　　　　　　後3～5分で死亡した例は30～100ccの少量で胃粘膜下

・　　　　（3）化学検査　　　　　　　　　　　　　　　　　に於いて潅血点を認めたもの75％と報告している。

　　　　（ア）胃内容液は弱アルカリ性にてpH　8・4（C・R　　　　本事例についてみるに，大脳・気管支粘膜。食道粘

　　　紙）である。　’　　・　　　　　　　　　　　　　膜。胃粘膜。腎孟腔粘膜に充血を認め，心房。肺・腎

　　　　（イ）　胃内溶液は青酸予試験法であるSeh6nbein一　　孟腔粘膜に浴血点を，また心房・小腸・膵臓に，特に

　　　Pagensteeher反応及びPicric　acid紙反応に対し　　小腸に極めて広汎な粘膜下出血を認められた。只特異

　　　て強陽性を示し，また水蒸気蒸溜の溜液は青酸確認試　　　なことは全身の皮色が蒼白にして硝黄痕様であり，死

　　　験法であるロダン反応・ベルリソ青反応・硝酸銀反応　　　斑が少しもみられず，また脳は勿論，胃内容物につい

　　　等に対し何れも陽性を示し，青酸の存在を確認しえ　　　ても扁桃様の特異的奥気が認められず，このことは青

　　．な。　”　　　　　　　　　　　　　　　酸塩中毒死の場合，これ等所見に頼ることは特に注意

　　　　（ウ）肝臓・腎臓・大脳はNんo．NaOHを加え，　　　する必要がある。

　　　ホモゲナイザーにて均一に磨砕，胃内容液はN／凶　　　この臭気については，生体内青酸含量が僅少であつ

　　「PNaOHを用いて一定量に稀釈，更に血液及び血清試　　　たことが挙げられる。

　　　料をConwayの微量拡散ユニツトの外室に注入，内　　　　従来生体内青酸含量については大田⑭，平瀬⑪，大

　　　室には吸収剤としてN！10NaOH　2認を入れる。外　　野⑯，沼田⑯，永久⑰，密内⑰，　Fiori⑲，上野⑳等

　　　室中に10％H2SO4ユ紹を加え酸性とし室渥にて3　　　により，人屍例並びに動物実験例について報告されて

．　　時間拡散し，内室液についてPylidin－Pyrazoron法　　　いる。本事例に於いて各臓器中の青酸含量は胃内容＞

　　Ttにそ青酸含有量を測定した。青酸（HCN）含有量は　　　肝〉血液〉血清〉腎〉脳の順にて，これは大田，上野

　　　次の通りである。胃内容3．95㎎／26me，肝・腎臓・大　　　等と略同一傾向を示しているが，その含有墨は血液を

　　　脳・血液。血清19中の含有量（μのは，夫々3．84，　　徐き1／”～1／10の低薩であり，また胃内容物のHCN

　　　O．．88，0．　13，3．　60，1．34である。　　　　　　　　　　　含有量はKCNme口致死墨⑳⑫⑳約o．25gに対して約

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1んoに相当，勿論胃内に於ける分解・吸収を考慮して
　　　　　　　　　〔考　　察〕　　　　　　　　　　　　　　　も平瀬⑪の報告例の1／4tvl／8盤であり，且胃壁は充

　　　　本事例について考察するに，鈍体が作用して生じた　　　血以外著明な変化がなく，これは被害渚の青酸塩服用

　　　と認められる33ケ所の外表損傷があるが，それらは何　　　量は僅少であったことが推定される。然しながら・こ

　　　れも剖検よりは直接死因として認められうる程度とは　　　れについて考察するに胃内容物が26ccと僅少にして当

　　　．程遠いものであり，胃内容物及び各臓器中より青酸を　　　時は空腹時であり，また喧嘩により，藩るしく興奮状

　　　検出したことより，青酸堀中毒死と断定することが出　　　態にあったことは，青酸の分解吸収が迅速であり，更

　　　来た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に剖検所見中肝臓内に指頭大より粟粒大の無数にのぼ

’　　　一般に青酸塩中毒死の剖検所見については古くから　　る円形の固い弾力性硬の腫粒の散在がみられ，且脾臓

　　　知られ，記載されている成書には，古畑①，北条②，　　重量5959と甚腫脹していたことより，明かに肝機能

　　　上野③，野田④，Gonzales⑤，　Mueller⑥，　P。n一　　障害が認められ，従つて少昆の青酸塩服用にても，迅

　　　．sold⑦等がありtまた各症例について岡崎⑧，泉類⑨，　　速な死の転帰を取つたものと推定される。このことは

　　　藤田⑩，平瀬⑭，芹沢⑫，上野⑲等によつて報告され　　先に沼田⑳は家兎にKCN静注短時間にて死亡の場合

tt

C・ Aている』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　HCN含蚤はML中鐙1，00μ〃認以上，血溝／全血比2Q～

　　　　これ等報告によるど一般所見として死斑の発現は高　　　40％を示したことを認め，体事例の場合血中量3・60

　　　度にして，帯青紫色又は鮮紅色又は一部が淡紅色を塁　　　岬／麗，蝋／Stm比37％と高値を示したことより，明か

　　　し血液は流動性，脳及び胃内の苦扁桃臭は著明である　　　である。
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　　　　　　　　　　小腸粘膜内出血所見

〆爆帯　
’

．　　　　“・．．－k・　　　　諜

肝　　臓　　所　　見

1．

》



98－（657）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　信州医誌第12巻

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ii）　o－Tolidin－Cu反応

　　〔轡酸予備試験法についての実験及び考察〕　【　　　　これ等の方法中，一般的に用いられている試験紙

　本事例の如く，暴行障害致死事件として考えられ，　　　懸垂法についてその確認限界について検討するに，

又剖検所見が比較的特異性を示さず，化学的検索によ　　Sch6nbein反応はO．1μg／me，　Picric　acid反応，

り青酸死と認定したが，法医解剖では履々迅速に行い　　　Benzidin反応O．25！q／m6，　MethyレOrange－HgC12

得る予備試験が要求される。これについて野田⑳は　　反応0．5／ig！ln6であり，特にPicric　acid反応は前者

この分野の予備試験として反応時間が迅速であり，且　　に較ぺて鋭敏度が梢劣るが，法医学的には何ら支障な

法医解剖と蚊行して行える程度に操作が篤易であるこ　　く，前者が他の原因によつて呈色i又は阻害⑥⑳⑳を受

と，又反応の鋭敏性及び特異性の高い事を要求，出来　　けるが，本法はH2Sの存在にて陽性を示す以外・特

得れぽ量的関係が多少とも判れば爾後の本試験の検体　　　異的な反応⑳であり，このH2Sは硫酸カドミウム液

必要量，操作上の諸注意の点で益する事が多いと述べ　　　の添加により抑制し得る。更にこの反応は呈色の判定

ている。青酸の一般分析法については先に鈴木・沼田　　　が容易であり，また試験紙の安定性が優れている点推

により”青酸分析の展望”として報告⑳したが，青酸　　奨し得る力法と認められる。（第1表）

の予㈱験としては従来次の方法が繁用さオ、ている。　検知管法については，先に野田CS⑳，概⑳等によ

　（1）　試験砥懸垂法　　　　　　　　　　　　　　　　り報告されているが，簗者は市販の北川式脊酸検知管

　　（i）Scbδnbein－Pagenstecher反応　　　　　　　Mを用いて青酸禽有量の推定について実験を行つた。

　　（ii）Benzidin－Cu反応　　　　　　　　　　　　　　方法は検液1～5，η6を50彫エルレソマイヤー・コル

　　（iii）Picric　acid反応　　　　　　　　　　　　　ペンに採取．稀硫酸1m6を加え軽く密栓60°C　5分水

　　（iv）Methy1－Orange－HgCl2反応　　　　　　　浴上にて加温これを図の如くして100紹注射筒に可検

　　（v）Diphenyl　Carbazid－Hg反応　　　　　　空気を吸入後，検知管中に50秒にて送入，100°C　1分

　（2）　Conway　Ce11法　　　　　　　　　　　　　　加温，その呈色について標離色調と比較判定を行った

　　（i）　Guajac－・Cu反応　　　　　　　　　　　　　ものである。（第1図）

　　（ii）Benzidin－Cu反応　　　　　　　　　　　　　本法の回収率は約10e－30％と甚々低率ではあつた

　　（iii）　AgNO3反応　　　　　　　　　　　　　　　が，試料5紹の使用にてHCN　O．5μ卯紹迄の測定が

　（3）Kamme「法　　　　　　　　　　　　　　　可能であり，本事例の血液試料にっいて測定を行う

　　（i）AgNO：｝反応　　　　　　　　　　　　　　　に，検出量の5倍値は2．86～5．73Ptg／7n6　Vこして，略近

　　（ii）Alt。Xan反応　　　　　　　　　　似した成績が得られた。（第2表）

　　（iii）Benzidin－Cu反応　　　　　　　　　　　　以上青酸予試験法についての検出限界及び検体使用

　（4）　検知管法　　　　　　　　　　　　　　　　　　量についての文献並びに実験成績について第3表に示

　　（i）Picric　acid反応　　　　　　　　　　　　　した。

第1表　　　　THE　SENSIBILITY　OF　PRELIM工NARY　TESTS＆THE
　　　　　　　　　　　　EFFECT　OF　H，，S　ON　THE　PICRIC　ACID

SAMPLE

　m6

20

20

20

＼＼REACTION
　’‘”＼x

HCN　＼、、
　　tig／m6’＼．

0，1

0．25

0，5

ユ．0

2，5

5，0

O，5

0，

SCHONBEIN－

　PAGENSTECHER

士

十

升
一H－

一日卜

BENZIDIN－　　　METHYL
　　　　　　　　　　　ORANGE－
　　　COPPER　　　　　　　　HgClu

十

十 十

十

十

冊

PICRIC　AC工D

十

十

十

十

1％　Na2S　lme　　　　　　　　　　　　　　　　　PICRIC　ACID　Reaction　　升

1％　Na2S　1紹＋2〔｝％CdSO．1，ユ7116　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十

1％Na2S］me　　　　　　　　　　　　　　　　　　十
1％　Na　L，S　O．1m6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　士

1％Na2S　　1　7n6＋20％　CdSO．1．1m6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
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第1図　　　　　　　　　　　　　第2表　　　　検知管法によるHCN含量測定

試　　　　　料

m6

1

5

HCN　μ夢／紹

0

1．0

2。5

5．0

10．0

0．5

1。0

血液・1

検　知　管

HCN　P．P．m，

　0
　十

5－10
　20

　50

5

10

・…1・・一・・

回　　収　　量

HCN　μ亨／5e2η6

0．29－O．57

　ユ，15

　2．86

％

T
l　　；　　　　　　　　＿

　12．0－33．0

　　　23．0

　　　29．0

0，29

1、15

0．57rl．15

12．0

23．0

1　・6・・－32・・

1p．　p．　m。鷺HCN　1ユSXtg／lOOOme（250C）　、

表3第　　　　　　　　　THE　PRELIMINARY　TEST　OF　CYAN工D

METHOD

PAPPER

CONWAY
　　　　CELL

KAMMER

工NDICATOR
　　　　TUBE

REACTION

SCHONBEIN・一・PAGENSTECHER

BENZIDIN－COPPER
P工CRIC　ACID

METHYL　ORANGE－HgC12
D工PHENYLCARBAZID－Hg

COPPER－GUAJAC
COPPER－BENZIDIN
AgNOs

AgNOa
ALLOXAN
COPPER－BENZIDIN

P工CRIC　ACID

o－TOR工DIN　COPPER

SENS工BIL工TY
　　Pt“／me

0，1

0，25

0，25

0．5

0．1

0．05

02
0．1

1．0

2．5

1．2

0．5

0、3

SAMPLE
　　m6

20．0

20．0

20．0

20．O

O．　5

REPOTER

TANAKA⑳

2．一一4　C，MIYAUCH工⑱

2－4　　　　　〃

2－4　　　　　〃

5．0

2．0

2．0

0．5

0．5

G，MIYAUCHI⑳
NODA㊥
　”

NODA　etc⑳⑭

TOKUMITU⑳

　その後，本事例は警察当局により，被害者はいっも　　知管法について検討を行い，前者はビクリン酸紙法

死にたいともらしていたこと，その他状況調査から，　　　が，後者は概測法として適当と認められた。

男が階下に行つた間に発作的に青酸塩を服用自殺した

ものと認定された。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（終りに，御指導，御校閲をいただいた野田金次郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授に深謝致します。）

　　　　　　　〔結　　論〕
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